








腎疾患の小児から成人へのキャリーオーバー状況を把握するため retrospective にアンケ

ート調査を行ない,44 施設から回答が得られた。キャリーオーバー症例は,小児科で 27.2%,

内科で 11.3%にみられ,疾患として IgA 腎炎,微小変化などが多かった。またキャリーオー

バー症例で腎不全に至るものは,予後に問題がある FGS・IgA 腎炎・Alport 症候群・MPGN

とともに,逆流腎症や先天性尿路奇形が多くこれらの早期発見には尿細管障害をチェック

する方法例えば尿中β2MG の集団検尿への導入も必要と思われた。 


